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【日本語訳】 

GRADE ガイドライン: 9. エビデンスの質の評価を上げる 

抄録 

エビデンスの質の評価を上げる最も一般的な理由は、大きな効果である。GRADEにおいては、

方法論的に厳格な観察研究が少なくとも2倍のリスクの減少または増加を示した場合にエビデンス

の質評価を1段階上げ、少なくとも5倍のリスクの減少または増加を示した場合に質評価を2段階上

げることを考慮するよう提唱している。システマティック・レビューの著者やガイドライン作成者は、用

量反応勾配があり、なおかつすべての考えられる交絡因子またはバイアスが、見かけ上の治療効

果を減少させる、もしくは結果が効果無しを示唆する場合に偽の効果を生じさせる際は、エビデン

スの質評価を上げることを考慮するとよい。他に考慮すべき点としては、反応の速さ、根底にある病

状の経過、非直接的エビデンスがあげられる。 
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